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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)

【公開番号】特開2007-22793(P2007-22793A)
【公開日】平成19年2月1日(2007.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2007-004
【出願番号】特願2005-211218(P2005-211218)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ   7/12     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  17/02     (2006.01)
   Ｇ０７Ｄ   7/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ   7/12    　　　　
   Ｇ０１Ｂ  17/02    　　　Ｚ
   Ｇ０７Ｄ   7/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月14日(2009.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート状部材の搬送路を挟んで、超音波発信手段と超音波受信手段が配置され、前記超
音波発信手段により発信され、シート状部材を透過し、前記超音波受信手段で受信された
超音波の受信信号から前記搬送路におけるシート状部材の有無および重送を判定する重送
検知装置において、
　前記超音波発信手段に超音波を発振させるための発振パルスを出力する駆動手段と、
　前記駆動手段が出力する発振パルスのパルス数を増減させる制御手段を備え、
　該制御手段は、シート状部材の重送を検知する際の前記発振パルスのパルス数より、シ
ート状部材の有無を検知する際の前記発振パルスのパルス数を少なくするよう制御するこ
とを特徴とする重送検知装置。
【請求項２】
　シート状部材が搬送路に存在しない状態で、前記発振パルスのパルス数の設定値におけ
る前記超音波の受信信号を取得して、前記超音波発信手段と前記超音波受信手段の基準感
度を検出する基準感度検出手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記基準感度検出手段により検出された前記基準感度に応じてシート
状部材の有無を検知する際の前記発振パルスのパルス数を決定することを特徴とする請求
項１記載の重送検知装置。
【請求項３】
　シート状部材が搬送路に存在しない状態で、前記発振パルスのパルス数の設定値におけ
る前記超音波の受信信号を取得して、前記超音波発信手段と前記超音波受信手段の基準感
度を検出する基準感度検出手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記基準感度検出手段により検出された前記基準感度に応じてシート
状部材の重送を検知する際の前記発振パルスのパルス数を決定することを特徴とする請求
項１記載の重送検知装置。
【請求項４】
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　前記制御手段は、シート状部材一枚が搬送路に存在する状態で、前記発振パルスのパル
ス数の設定値における前記超音波の受信信号を取得し、該受信信号に応じて重送を検知す
る際の前記発振パルスのパルス数を決定することを特徴とする請求項１または２記載の重
送検知装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　（１）シート状部材の搬送路を挟んで、超音波発信手段と超音波受信手段が配置され、
前記超音波発信手段により発信され、シート状部材を透過し、前記超音波受信手段で受信
された超音波の受信信号から前記搬送路におけるシート状部材の有無および重送を判定す
る重送検知装置において、前記超音波発信手段に超音波を発振させるための発振パルスを
出力する駆動手段と、前記駆動手段が出力する発振パルスのパルス数を増減させる制御手
段を備え、該制御手段は、シート状部材の重送を検知する際の前記発振パルスのパルス数
より、シート状部材の有無を検知する際の前記発振パルスのパルス数を少なくするよう制
御することを特徴とする重送検知装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（２）シート状部材が搬送路に存在しない状態で、前記発振パルスのパルス数の設定値
における前記超音波の受信信号を取得して、前記超音波発信手段と前記超音波受信手段の
基準感度を検出する基準感度検出手段を更に備え、前記制御手段は、前記基準感度検出手
段により検出された前記基準感度に応じてシート状部材の有無を検知する際の前記発振パ
ルスのパルス数を決定することを特徴とする前記（１）記載の重送検知装置。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　（３）シート状部材が搬送路に存在しない状態で、前記発振パルスのパルス数の設定値
における前記超音波の受信信号を取得して、前記超音波発信手段と前記超音波受信手段の
基準感度を検出する基準感度検出手段を更に備え、前記制御手段は、前記基準感度検出手
段により検出された前記基準感度に応じてシート状部材の重送を検知する際の前記発振パ
ルスのパルス数を決定することを特徴とする前記（１）記載の重送検知装置。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　（４）前記制御手段は、シート状部材一枚が搬送路に存在する状態で、前記発振パルス
のパルス数の設定値における前記超音波の受信信号を取得し、該受信信号に応じて重送を
検知する際の前記発振パルスのパルス数を決定することを特徴とする前記（１）または（
２）記載の重送検知装置。
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